
(57)【要約】

【課題】可能な限りＳ／Ｎのよい画像が得られ、暗い被

写体を撮像したときにも十分な明るさの画像が得られ、

比較的明るい被写体を撮像したときにはＳ／Ｎのよい画

像を得ることができる一方、使用者が画像の明るさの調

整を容易に行うことができる撮像装置及び内視鏡装置を

提供すること。

【解決手段】被写体に照明光を照射する光源装置１と、

増幅率可変機構を内蔵し被写体を撮像する撮像素子とし

てのＣＣＤ18と、該ＣＣＤにより撮像して得られた撮像

信号を増幅する増幅率可変な増幅回路24と、前記光源装

置1が供給する光の量を調整する光量制御回路9と、前記

ＣＣＤ18内部で行う増幅の目標値、前記増幅回路24によ

り行う増幅の目標値および前記光量制御回路9により行

う調整の目標値を設定する明るさ設定スイッチ13と、を

備え、前記明るさ設定スイッチ13により設定されたそれ

ぞれの目標値を基に、前記増幅回路24より出力される信

号を所定の明るさのレベルにする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 写 体 を 撮 像 素 子 に よ り 撮 像 し て 撮 像 信 号 を 得 る 撮 像 装 置 に お い て 、
　 前 記 撮 像 信 号 を 増 減 さ せ る こ と が 可 能 な 第 １ の 撮 像 信 号 増 減 手 段 と 、
　 前 記 撮 像 信 号 を 増 減 さ せ る こ と が 可 能 な 第 ２ の 撮 像 信 号 増 減 手 段 と 、
　 前 記 撮 像 信 号 を 増 減 さ せ る か 否 か を 判 断 す る 判 断 手 段 と 、
　 前 記 判 断 手 段 の 判 断 結 果 に 応 じ 、 予 め 想 定 さ れ る 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 撮 像 信 号 増 減 手
段 に よ り 発 生 す る ノ イ ズ の 大 き さ に 基 づ き 、 こ の 第 １ お よ び 第 ２ の 撮 像 信 号 増 減 手 段 の う
ち の い ず れ か の 撮 像 信 号 増 減 手 段 を 優 先 さ せ て 前 記 撮 像 信 号 を 増 減 さ せ る 制 御 手 段 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 撮 像 信 号 増 減 手 段 は 、 前 記 撮 像 素 子 内 部 に 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ の 撮 像 信 号 増
減 手 段 は 、 前 記 撮 像 素 子 の 外 部 に 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 撮 像 信 号 増 減 手 段 の う ち の 少 な く と も い ず れ か は 、 前 記 撮 像 素 子
が 受 光 す る 露 光 量 の 増 減 が 可 能 な 露 光 量 制 御 手 段 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 被 写 体 を 撮 像 素 子 に よ り 撮 像 し て 得 ら れ た 撮 像 信 号 に 基 づ き 、 前 記 撮 像 素 子 が 受 光
す る 露 光 量 の 増 減 が 可 能 な 露 光 量 制 御 手 段 を 更 に 有 し 、
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 露 光 量 制 御 手 段 に よ り 前 記 撮 像 素 子 の 露 光 時 間 が 最 大 に な っ た と
き 、 前 記 判 断 手 段 の 判 断 結 果 に 応 じ 、 予 め 想 定 さ れ る 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 撮 像 信 号 増 減
手 段 に よ り 発 生 す る ノ イ ズ の 大 き さ に 基 づ き 、 こ の 第 1お よ び 第 ２ の 撮 像 信 号 増 減 手 段 の
う ち の い ず れ か の 撮 像 信 号 増 減 手 段 を 優 先 さ せ て 前 記 撮 像 信 号 を 増 減 さ せ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の 撮 像 信 号 増 減 手 段 お よ び 前 記 第 ２ の 撮 像 信 号 増 減 手 段 に よ り 行 う 前 記 映 像 信
号 の 増 減 の そ れ そ れ の 目 標 値 を 設 定 す る 設 定 手 段
　 を 更 に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 通 常 観 察 を 行 う 通 常 観 察 モ ー ド と 、 特 殊 光 に よ る 特 殊 観 察 モ ー ド と を 有 し 、
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 特 殊 観 察 モ ー ド で の 観 察 が 行 わ れ て い る 場 合 に 前 記 判 断 手 段 の 判
断 結 果 に 応 じ た 制 御 を 行 う
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 被 写 体 を 撮 像 素 子 に よ り 撮 像 し て 撮 像 信 号 を 得 る 内 視 鏡 装 置 に お い て 、
　 被 写 体 に 照 明 光 を 照 射 す る 照 明 光 供 給 手 段 と 、
　 増 幅 率 可 変 機 構 を 内 蔵 し 被 写 体 を 撮 像 す る 撮 像 素 子 と 、
　 前 記 撮 像 素 子 に よ り 撮 像 し て 得 ら れ た 撮 像 信 号 を 増 幅 す る 増 幅 率 可 変 な 増 幅 手 段 と 、
　 前 記 照 明 光 供 給 手 段 が 供 給 す る 光 の 量 を 調 整 す る 光 量 制 御 手 段 と 、
　 前 記 撮 像 素 子 内 部 で 行 う 増 幅 の 目 標 値 、 前 記 増 幅 手 段 に よ り 行 う 増 幅 の 目 標 値 お よ び 前
記 光 量 制 御 手 段 に よ り 行 う 調 整 の 目 標 値 を 設 定 す る 設 定 手 段 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 設 定 手 段 に よ り 設 定 さ れ た そ れ ぞ れ の 目 標 値 を 基 に 、 前 記 増 幅 手 段 よ り 出 力 さ れ る
信 号 を 所 定 の 明 る さ の レ ベ ル に す る
　 こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 こ の 発 明 は 、 素 子 内 部 で 増 幅 率 可 変 な 撮 像 素 子 を 備 え た 電 子 内 視 鏡 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 、 体 腔 内 に ス コ ー プ を 挿 入 す る こ と に よ り 、 食 道 、 胃 、 小 腸 、 大 腸 な ど の 消 化 管 や
肺 等 の 気 管 を 観 察 し 、 必 要 に 応 じ て 処 置 具 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 通 し た 処 置 具 を 用 い て 各 種 の
治 療 処 理 の で き る 電 子 内 視 鏡 が 広 く 利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 で は 、 肉 眼 で 見 え る の と 同 様 の カ ラ ー 画 像 を モ ニ タ に 表 示 す る 通 常 観 察 の 他 に 、 生
体 組 織 の 自 家 蛍 光 を 利 用 し た 自 家 蛍 光 観 察 も 行 わ れ て い る 。 自 家 蛍 光 観 察 で は 、 紫 外 ～ 青
色 の 励 起 光 を 生 体 組 織 に 当 て た 時 に 生 体 組 織 か ら 出 て く る 自 家 蛍 光 の ス ペ ク ト ル が 正 常 粘
膜 と 腫 瘍 で 異 な る こ と を 利 用 し て 診 断 を 行 う （ 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ６ １ ９ ６ 号 公
報 参 照 ） 。 こ の 自 家 蛍 光 の 画 像 は 、 生 体 組 織 に よ り 反 射 さ れ て 戻 っ て く る 反 射 光 画 像 と 共
に 、 そ れ ぞ れ 異 な る 色 を 割 り 当 て て モ ニ タ に 表 示 さ れ る こ と に よ り 、 病 変 部 を 明 確 に 認 識
で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 蛍 光 は 微 弱 で あ る の で 、 撮 像 す る た め に は 高 感 度 な 撮 像 素 子 が 必 要 と な る 。 高 感 度 な 撮
像 素 子 と し て は 、 米 国 特 許 第 ５ ， ３ ３ ７ ， ３ ４ ０ 号 明 細 書 に 示 さ れ て い る よ う に 、 素 子 外
か ら 制 御 パ ル ス を 入 力 す る こ と に よ り 、 素 子 内 で の 増 幅 率 を 制 御 で き る Ｃ Ｃ Ｄ が 提 案 さ れ
て い る 。 そ の Ｃ Ｃ Ｄ で は 、 素 子 内 に 配 置 さ れ た Ｃ Ｍ Ｄ （ Charge Multiplying Deviceの 略
、 電 荷 増 倍 素 子 ） に お い て イ オ ン 化 を 利 用 し た 電 荷 の 増 倍 が 可 能 と な っ て い る 。 Ｃ Ｍ Ｄ は
、 画 素 毎 に 配 置 し て 画 素 毎 に 増 幅 を す る こ と も 可 能 で あ り 、 転 送 チ ャ ン ネ ル に 配 置 し て 転
送 ラ イ ン 毎 に 増 幅 す る こ と も 可 能 で あ る 。 Ｃ Ｍ Ｄ の 画 素 毎 の 増 幅 率 バ ラ ツ キ の 影 響 が 出 な
い と い う 利 点 か ら 、 転 送 チ ャ ン ネ ル に Ｃ Ｍ Ｄ を 配 置 し た も の が 実 用 化 さ れ て い る 。 こ の 、
転 送 チ ャ ン ネ ル に Ｃ Ｍ Ｄ を 配 置 し た 撮 像 素 子 の 増 幅 率 制 御 は 、 Ｃ Ｍ Ｄ に 入 力 す る 制 御 パ ル
ス （ Ｃ Ｍ Ｄ ゲ ー ト パ ル ス ） の 振 幅 を 変 え る こ と に よ り 行 わ れ る 。 Ｃ Ｍ Ｄ を 用 い た Ｃ Ｃ Ｄ で
は 、 Ｃ Ｃ Ｄ で の 電 荷 の 読 み 出 し が 行 な わ れ る 前 に 増 幅 が 行 わ れ る の で 、 Ｃ Ｃ Ｄ 外 で 増 幅 を
行 う よ り も 読 み 出 し ノ イ ズ の 影 響 が 少 な く な り 、 非 常 に 高 い Ｓ ／ Ｎ 比 の 画 像 が 得 ら れ る と
い う メ リ ッ ト が あ る 。 そ の た め 高 感 度 で の 撮 像 が 可 能 で あ り 、 微 弱 光 の 撮 像 に 適 し て い る
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ６ １ ９ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 ５ ， ３ ３ ７ ， ３ ４ ０ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ｃ Ｍ Ｄ を 用 い た Ｃ Ｃ Ｄ の 増 幅 率 を 制 御 パ ル ス の 振 幅 で 制 御 し た 場 合 に は 、 高 い 増 幅 率 を
得 る た め に は 高 い 電 圧 か け る 必 要 が あ る 。 し か し 、 そ の た め に 、 特 に 医 療 用 の ス コ ー プ の
場 合 に は 電 気 的 な 安 全 性 を 保 つ た め の 余 分 な ス ペ ー ス が 必 要 と な り 、 ス コ ー プ 外 径 が 大 き
く な る 。 そ の 結 果 、 ス コ ー プ の 先 端 に 位 置 す る Ｃ Ｃ Ｄ に 高 い 電 圧 を か け る こ と は 難 し く 、
十 分 な 明 る さ の 画 像 が 得 ら れ な い こ と が あ っ た 。
　 ま た 、 プ ロ セ ッ サ 内 に あ る Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 か ら ス コ ー プ 先 端 の Ｃ Ｃ Ｄ を つ な ぐ ケ ー ブ ル
か ら の 不 要 な 電 磁 波 の 放 出 も 電 圧 が 高 い ほ ど 大 き く な っ て し ま う の で 、 不 要 電 磁 波 を 抑 え
る 意 味 か ら も Ｃ Ｍ Ｄ の 増 幅 率 を 制 御 す る た め の パ ル ス の 電 圧 も 低 目 に 抑 え る 必 要 が あ り 、
十 分 な 明 る さ の 蛍 光 画 像 が 得 ら れ な い 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 可 能 な 限 り Ｓ ／ Ｎ の よ い
画 像 が 得 ら れ 、 暗 い 被 写 体 を 撮 像 し た と き に も 十 分 な 明 る さ の 画 像 が 得 ら れ 、 比 較 的 明 る
い 被 写 体 を 撮 像 し た と き に は Ｓ ／ Ｎ の よ い 画 像 を 得 る こ と が で き る 一 方 、 使 用 者 が 画 像 の
明 る さ の 調 整 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 撮 像 装 置 及 び 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 本 発 明 に よ る 撮 像 装 置 は 、 被 写 体 を 撮 像 素 子 に よ り 撮 像 し て 撮 像 信 号 を 得 る 撮 像 装 置 に
お い て 、 前 記 撮 像 信 号 を 増 減 さ せ る こ と が 可 能 な 第 １ の 撮 像 信 号 増 減 手 段 と 、 前 記 撮 像 信
号 を 増 減 さ せ る こ と が 可 能 な 第 ２ の 撮 像 信 号 増 減 手 段 と 、 前 記 撮 像 信 号 を 増 減 さ せ る か 否
か を 判 断 す る 判 断 手 段 と 、 前 記 判 断 手 段 の 判 断 結 果 に 応 じ 、 予 め 想 定 さ れ る 前 記 第 １ お よ
び 第 ２ の 撮 像 信 号 増 減 手 段 に よ り 発 生 す る ノ イ ズ の 大 き さ に 基 づ き 、 こ の 第 １ お よ び 第 ２
の 撮 像 信 号 増 減 手 段 の う ち の い ず れ か の 撮 像 信 号 増 減 手 段 を 優 先 さ せ て 前 記 撮 像 信 号 を 増
減 さ せ る 制 御 手 段 と 、 を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 構 成 で は 、 予 め 想 定 さ れ る 第 １ お よ び 第 ２ の 撮 像 信 号 増 減 手 段 に よ り 発 生 す
る ノ イ ズ の 大 き さ に 基 づ き 、 こ の 第 １ お よ び 第 ２ の 撮 像 信 号 増 減 手 段 の う ち の い ず れ か の
撮 像 信 号 増 減 手 段 を 優 先 さ せ て 撮 像 信 号 を 増 減 さ せ る 制 御 手 段 を 設 け た の で 、 例 え ば 暗 い
画 像 に 対 し て は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 撮 像 信 号 増 減 手 段 を 用 い て 撮 像 素 子 内 外 で 増 幅 を 行 な
う こ と に よ り 十 分 な 明 る さ の 画 像 が 得 ら れ る よ う に し 、 比 較 的 明 る い 画 像 に 対 し て は 第 １
お よ び 第 ２ の 撮 像 信 号 増 減 手 段 の う ち の ノ イ ズ の 少 な い 方 の 撮 像 信 号 増 減 手 段 を 用 い て 撮
像 素 子 内 の み で 増 幅 を 行 な う こ と に よ り Ｓ ／ Ｎ の よ い 画 像 が 得 ら れ る よ う に し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 装 置 は 、 被 写 体 を 撮 像 素 子 に よ り 撮 像 し て 撮 像 信 号 を 得 る 内 視 鏡 装
置 に お い て 、 被 写 体 に 照 明 光 を 照 射 す る 照 明 光 供 給 手 段 と 、 増 幅 率 可 変 機 構 を 内 蔵 し 被 写
体 を 撮 像 す る 撮 像 素 子 と 、 前 記 撮 像 素 子 に よ り 撮 像 し て 得 ら れ た 撮 像 信 号 を 増 幅 す る 増 幅
率 可 変 な 増 幅 手 段 と 、 前 記 照 明 光 供 給 手 段 が 供 給 す る 光 の 量 を 調 整 す る 光 量 制 御 手 段 と 、
前 記 撮 像 素 子 内 部 で 行 う 増 幅 の 目 標 値 、 前 記 増 幅 手 段 に よ り 行 う 増 幅 の 目 標 値 お よ び 前 記
光 量 制 御 手 段 に よ り 行 う 調 整 の 目 標 値 を 設 定 す る 設 定 手 段 と 、 を 備 え 、 前 記 設 定 手 段 に よ
り 設 定 さ れ た そ れ ぞ れ の 目 標 値 を 基 に 、 前 記 増 幅 手 段 よ り 出 力 さ れ る 信 号 を 所 定 の 明 る さ
の レ ベ ル に す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の よ う な 構 成 で は 、 使 用 者 が 画 像 の 明 る さ の 調 整 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 暗 い 被 写 体 を 撮 像 し た と き に も 十 分 な 明 る さ の 画 像 を 得 る と 共 に 、 比 較 的 明 る い 被 写 体
を 撮 像 し た と き に は Ｓ ／ Ｎ の よ い 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 発 明 に 係 る 撮 像 装 置 の 実 施 例 と
し て 、 撮 像 素 子 を 用 い て 被 写 体 を 撮 像 す る 電 子 内 視 鏡 装 置 （ 以 下 、 単 に 内 視 鏡 装 置 と い う
） に つ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 １ の 内 視 鏡 装 置 の 全 体 構 成 図 、 図 ２ は 図 １ に お け る 回 転 フ ィ ル タ
板 の 説 明 図 、 図 ３ は 図 １ に お け る Ｃ Ｃ Ｄ の 説 明 図 、 図 ４ は 通 常 観 察 用 フ ィ ル タ の 透 過 特 性
図 、 図 ５ は 蛍 光 観 察 用 フ ィ ル タ の 透 過 特 性 図 、 図 ６ は 励 起 光 カ ッ ト フ ィ ル タ の 透 過 特 性 図
、 図 ７ は 露 光 時 間 レ ベ ル と 露 光 量 と の 関 係 の 説 明 図 、 図 ８ は Ｃ Ｍ Ｄ ゲ イ ン レ ベ ル と Ｃ Ｍ Ｄ
増 幅 率 の 説 明 図 、 図 ９ は 外 部 ゲ イ ン レ ベ ル と 増 幅 回 路 で の 増 幅 率 の 説 明 図 、 図 １ ０ は 明 る
さ レ ベ ル を 増 加 さ せ る 時 の フ ロ ー チ ャ ー ト 、 図 １ １ は 明 る さ レ ベ ル を 減 少 さ せ る 時 の フ ロ
ー チ ャ ー ト 、 図 １ ２ は モ ニ タ 表 示 画 面 の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ 構 成 ）
　 先 ず 、 図 １ の 本 発 明 実 施 例 １ に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 全 体 構 成 図 か ら 説 明 す る 。   
　 実 施 例 １ に 係 る 内 視 鏡 装 置 は 、 図 １ で 示 す よ う に 観 察 用 の 光 を 発 す る た め の 照 明 光 供 給
手 段 と し て の 光 源 装 置 １ と 、 Ｃ Ｍ Ｄ （ 図 ３ 参 照 ） を 備 え た 撮 像 素 子 と し て の Ｃ Ｃ Ｄ １ ８ を
有 し 、 体 腔 内 に 挿 入 す る た め の ス コ ー プ ２ と 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ８ で 得 ら れ た 画 像 信 号 の 増 幅 及 び
信 号 処 理 等 を 行 う プ ロ セ ッ サ ３ と 、 画 像 を 表 示 す る 表 示 装 置 と し て の モ ニ タ ４ に よ り 構 成
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さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 光 源 装 置 １ に は 、 光 を 放 射 す る キ セ ノ ン ラ ン プ な ど の ラ ン プ ５ が あ り 、 ラ ン プ ５ の 照 明
光 路 上 に は 、 透 過 波 長 を 制 限 す る 赤 外 カ ッ ト フ ィ ル タ ６ と 、 通 過 す る 光 の 量 を 動 的 に 制 限
す る 照 明 光 絞 り ７ と 、 円 周 方 向 に 異 な る 波 長 を 透 過 す る 複 数 の フ ィ ル タ が 配 さ れ た 回 転 フ
ィ ル タ 板 ８ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 照 明 光 絞 り ７ に は 通 過 す る 光 量 を 制 御 す る た め の 光 量 制 御 手 段 と し て の 光 量 制 御 回 路 ９
が 接 続 さ れ て い る 。 回 転 フ ィ ル タ 板 ８ は 、 回 転 駆 動 す る た め の モ ー タ ー １ ０ と 、 回 転 フ ィ
ル タ 板 ８ を 光 軸 に 対 し て 垂 直 方 向 に 移 動 す る た め の モ ー タ ー １ １ と に 機 械 的 に 接 続 さ れ て
お り 、 モ ー タ ー １ １ は フ ィ ル タ 切 替 回 路 １ ２ に よ っ て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 光 源 装 置 １ の 使 用 者 が 操 作 で き る 位 置 に は 、 設 定 手 段 と し て の 明 る さ 設 定 ス イ ッ チ １ ３
が 配 置 さ れ て お り 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ は 、 明 る さ 設 定 ス イ ッ チ １ ３ 、 フ ィ ル タ 切 替 回 路 １ ２ 、 光
量 制 御 回 路 ９ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ は 上 記 回 転 フ ィ ル タ 板 ８ の 構 成 を 示 し て い る 。   
　 回 転 フ ィ ル タ 板 ８ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 外 周 に そ れ ぞ れ 赤 （ Ｒ ） 、 緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ ）
の 波 長 の 光 を 透 過 す る Ｒ フ ィ ル タ ４ ０ ａ 、 Ｇ フ ィ ル タ ４ ０ ｂ 、 Ｂ フ ィ ル タ ４ ０ ｃ が 配 置 さ
れ て い る 。 内 周 に は ５ ４ ０ ～ ５ ６ ０ ｎ ｍ の 狭 帯 威 光 を 透 過 す る Ｇ ’ フ ィ ル タ ４ １ ａ 、 ３ ９
０ ～ ４ ５ ０ ｎ ｍ の 励 起 光 を 透 過 す る 励 起 フ ィ ル タ ４ １ ｂ 、 ６ ０ ０ ～ ６ ２ ０ ｎ ｍ の 狭 帯 威 光
を 透 過 す る Ｒ フ ィ ル タ ４ １ ｃ が 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 回 転 フ ィ ル タ 板 ８ の 各 フ ィ ル タ が
配 置 さ れ て い る 以 外 の 部 分 は 、 光 を 遮 光 す る 部 材 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 外 周 の フ ィ ル タ の 分 光 特 性 は 図 ４ に 示 す よ う に な っ て お り 、 ４ ６ ａ が Ｒ フ ィ ル タ 、 ４ ６
ｂ が Ｇ フ ィ ル タ 、 ４ ６ ｃ が Ｂ フ ィ ル タ の 特 性 で あ る 。 ま た 、 内 周 の フ ィ ル タ の 分 光 特 性 は
図 ５ に 示 す よ う に な っ て お り 、 ４ ７ ａ が Ｇ ’ フ ィ ル タ 、 ４ ７ ｂ が 励 起 フ ィ ル タ 、 ４ ７ ｃ が
Ｒ ’ フ ィ ル タ の 特 性 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス コ ー プ ２ は 、 図 １ に 示 す よ う に 照 明 光 を 通 過 さ せ る ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ー １ ５ と 、
生 体 内 に 挿 入 可 能 な 細 長 の 挿 入 部 を 備 え て お り 、 挿 入 部 の 先 端 に は 励 起 光 を 除 去 す る 励 起
光 カ ッ ト フ ィ ル タ １ ７ と 、 被 写 体 １ ６ か ら の 光 を 撮 像 す る Ｃ Ｍ Ｄ 付 き の 撮 像 素 子 （ Ｃ Ｃ Ｄ
） １ ８ と 、 フ ィ ル タ の 切 替 え を 指 示 す る フ ィ ル タ 切 替 ス イ ッ チ １ ９ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２ ０ と 、 ス
コ ー プ に 関 す る 情 報 を 記 憶 し て い る メ モ リ ２ １ を 備 え て い る 。 Ｃ Ｍ Ｄ は 、 第 １ の 撮 像 信 号
増 減 手 段 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ス コ ー プ 先 端 部 に 挿 入 さ れ る 励 起 光 カ ッ ト フ ィ ル タ １ ７ は 、 図 ６ に 示 す 透 過 特 性 を 持 つ
。 即 ち 、 励 起 光 カ ッ ト フ ィ ル タ １ ７ は 、 ４ ６ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 光 を 遮 断 し て 励 起 光 を 除
去 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ は 上 記 Ｃ Ｃ Ｄ １ ８ の 構 成 を 示 し て い る 。   
　 Ｃ Ｃ Ｄ １ ８ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 図 示 し な い 複 数 の 光 電 変 換 素 子 を 有 し た 受 光 エ リ ア ４
２ と 、 こ の 受 光 エ リ ア の 蓄 積 電 荷 を 水 平 ラ イ ン 毎 に 水 平 転 送 す る た め の 水 平 レ ジ ス タ で 構
成 さ れ る 水 平 転 送 チ ャ ン ネ ル ４ ３ と 、 こ の 水 平 転 送 チ ャ ン ネ ル ４ ３ の 後 段 に 接 続 さ れ て い
て 、 前 記 転 送 チ ャ ン ネ ル ４ ３ か ら の 電 荷 を Ｃ Ｄ Ｓ 部 な ど の 電 荷 検 出 部 ４ ５ へ 転 送 す る Ｃ Ｍ
Ｄ 付 き 転 送 チ ャ ン ネ ル ４ ４ （ Ｃ Ｍ Ｄ ４ ４ ａ を 含 む ） と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 電 荷 の 読
み 出 し は 、 奇 数 ラ イ ン と 偶 数 ラ イ ン が 別 々 に Ａ ， Ｂ の ２ つ の チ ャ ン ネ ル で 読 み 出 さ れ る 形
式 に な っ て い る 。 こ の よ う に 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ８ は 、 Ｃ Ｍ Ｄ ４ ４ ａ が 水 平 レ ジ ス タ に 配 置 さ れ て
お り 、 水 平 転 送 ラ イ ン 毎 に 増 幅 可 能 と さ れ 、 外 部 か ら の 制 御 パ ル ス に よ り 可 変 増 幅 が 可 能
と な っ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 プ ロ セ ッ サ ３ は 、 図 １ に 示 す よ う に Ｃ Ｄ Ｓ （ 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ ） 等 の 処 理 を 行 な う
プ リ プ ロ セ ス 回 路 ２ ２ 、 デ ィ ジ タ ル 信 号 へ 変 換 す る Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 ２ ３ 、 増 幅 率 可 変 な 増
幅 手 段 或 い は 第 ２ の 撮 像 信 号 増 減 手 段 と し て の 増 幅 回 路 ２ ４ 、 映 像 信 号 処 理 回 路 ２ ５ 、 ア
ナ ロ グ 信 号 へ 変 換 す る Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ２ ６ の 順 に 画 像 信 号 が 流 れ る よ う に 構 成 さ れ て お り
、 さ ら に Ａ ／ Ｄ 変 換 後 の 信 号 が 入 力 さ れ る 測 光 回 路 ２ ７ 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ か ら な る ゲ
イ ン 制 御 手 段 と し て の ゲ イ ン レ ベ ル 算 出 回 路 ２ ８ 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル （ 以 下 、 Ｌ Ｕ Ｔ
と い う ） ２ ９ ， ３ ０ ， ３ １ 、 露 光 量 制 御 手 段 ， 露 光 時 間 制 御 手 段 ， 及 び Ｃ Ｍ Ｄ 制 御 手 段 と
し て 機 能 す る Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 ３ ２ 、 Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 ３ ２ 、 カ ラ ー バ ラ ン ス 補 正 ス イ ッ チ ３
３ 、 カ ラ ー バ ラ ン ス 調 整 ス イ ッ チ ３ ４ 、 判 断 手 段 と し て の Ｃ Ｐ Ｕ ３ ５ を 備 え て い る 。 主 な
電 気 的 接 続 は 図 １ に 示 す 通 り で あ る 。 カ ラ ー バ ラ ン ス 補 正 ス イ ッ チ ３ ３ 、 カ ラ ー バ ラ ン ス
調 整 ス イ ッ チ ３ ４ は 、 使 用 者 が 操 作 し や す い 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ 作 用 ）
　 以 下 、 蛍 光 観 察 時 の 動 作 を 中 心 に し て 説 明 す る 。   
　 光 源 装 置 １ の ラ ン プ ５ か ら は 、 被 写 体 １ ６ を 照 明 す る た め の 光 が 放 射 さ れ る 。 ラ ン プ ５
か ら 放 射 さ れ た 光 は 、 赤 外 カ ッ ト フ ィ ル タ ６ 、 照 明 光 絞 り ７ 、 回 転 フ ィ ル タ 板 ８ を 通 過 し
て ス コ ー プ ２ の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ー １ ５ に 入 射 さ れ る 。 赤 外 カ ッ ト フ ィ ル タ ６ は 、 赤
外 光 を カ ッ ト し 、 回 転 フ ィ ル タ 板 ８ 上 の 各 フ ィ ル タ に 照 射 さ れ る 不 要 な 熱 や 光 を 遮 断 す る
。 照 明 光 絞 り ７ は 、 光 量 制 御 回 路 ９ に よ っ て 、 モ ニ タ ４ に 所 定 の 明 る さ の 映 像 信 号 が 出 力
さ れ る よ う に 制 御 さ れ る 。 そ の 目 標 と な る 明 る さ は 、 明 る さ 設 定 ス イ ッ チ １ ３ を 使 用 者 が
操 作 す る こ と に よ り 数 段 階 に 変 え る こ と が 可 能 で あ る 。 明 る さ 設 定 ス イ ッ チ １ ３ で 設 定 さ
れ る 明 る さ の 目 標 レ ベ ル は 、 光 量 制 御 回 路 ９ だ け で な く 、 ゲ イ ン レ ベ ル 算 出 回 路 ２ ８ で も
共 通 し て 用 い ら れ る 。  こ の よ う に 、 １ つ の 明 る さ 設 定 ス イ ッ チ １ ３ で 、 光 量 制 御 手 段 と
ゲ イ ン 制 御 手 段 の 双 方 の 目 標 レ ベ ル を 設 定 で き る の で 、 使 用 者 が 表 示 装 置 で あ る モ ニ タ ４
に 表 示 さ れ る 画 像 の 明 る さ の 調 整 を 容 易 に 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 蛍 光 観 察 時 に は 、 フ ィ ル タ 切 替 ス イ ッ チ １ ９ の 操 作 に 基 づ い た フ ィ ル タ 切 替 回 路 １ ２ か
ら の 信 号 に 応 じ て モ ー タ ー １ １ に よ り モ ー タ ー １ ０ に 取 り 付 け ら れ た ラ ッ ク に 螺 合 す る ピ
ニ オ ン （ 図 示 せ ず ） を 回 転 駆 動 す る こ と に よ っ て モ ー タ ー １ １ と 共 に 回 転 フ ィ ル タ 板 ８ は
光 軸 と 垂 直 方 向 に 移 動 さ れ る こ と に よ り 、 内 周 の フ ィ ル タ ４ １ が 光 路 上 に 挿 入 さ れ る 。 内
周 の フ ィ ル タ ４ １ 挿 入 時 に は ５ ４ ０ ～ ５ ６ ０ ｎ ｍ 、 ３ ９ ０ ～ ４ ５ ０ ｎ ｍ 、 ６ ０ ０ ～ ６ ２ ０
ｎ ｍ  の 波 長 の 光 が 順 次 光 源 装 置 １ か ら 出 射 さ れ る 。 こ こ で 、 ３ ９ ０ ～ ４ ５ ０ ｎ ｍ の 光 は
生 体 組 織 か ら の 自 家 蛍 光 を 励 起 す る た め の 励 起 光 で あ る 。 こ の よ う に フ ィ ル タ 切 替 ス イ ッ
チ １ ９ を 蛍 光 観 察 モ ー ド 側 に 操 作 す る と 、 光 源 装 置 １ は ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ー １ ５ に 蛍
光 観 察 モ ー ド の 照 明 光 、 即 ち フ ィ ル タ ４ １ ａ ， ４ １ ｂ ， ４ １ ｃ （ 図 ２ 参 照 ） の 透 過 光 を 順
次 供 給 す る 状 態 と な り 、 プ ロ セ ッ サ ３ も 蛍 光 観 察 モ ー ド に 対 応 し た 信 号 処 理 を 行 な う 状 態
に な る 。 な お 、 通 常 観 察 時 に は 、 フ ィ ル タ 切 替 ス イ ッ チ １ ９ の 操 作 に 基 づ い 外 周 の フ ィ ル
タ ４ ０ が 光 軸 上 に 挿 入 さ れ 、 モ ー タ ー １ ０ に よ り 所 定 の 速 度 で 回 転 駆 動 さ れ る こ と に よ り
順 次 Ｒ フ ィ ル タ ４ ０ ａ 、 Ｇ フ ィ ル タ ４ ０ ｂ 、 Ｂ フ ィ ル タ ４ ０ ｃ が 光 路 上 に 挿 入 さ れ 、 赤 （
Ｒ ） 、 緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ ） の 光 が 透 過 さ れ る 。 す な わ ち 、 フ ィ ル タ 切 替 ス イ ッ チ １ ９ を 通
常 観 察 モ ー ド 側 に 操 作 す る と 、 光 源 装 置 １ は ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ー １ ５ に 通 常 観 察 モ ー
ド の 照 明 光 、 即 ち フ ィ ル タ ４ ０ ａ ， ４ ０ ｂ ， ４ ０ ｃ （ 図 ２ 参 照 ） の 透 過 光 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ を 順
次 供 給 す る 状 態 と な り 、 プ ロ セ ッ サ ３ も 通 常 観 察 モ ー ド に 対 応 し た 信 号 処 理 を 行 な う 状 態
に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ で は 、 明 る さ 設 定 ス イ ッ チ １ ３ で 設 定 さ れ た 明 る さ の 目 標 レ ベ ル を 、 光 量 制
御 回 路 ９ 、 及 び プ ロ セ ッ サ ３ の Ｃ Ｐ Ｕ ３ ５ 経 由 で ゲ イ ン レ ベ ル 算 出 回 路 ２ ８ に 送 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 光 量 制 御 回 路 ９ で は 、 明 る さ 設 定 ス イ ッ チ １ ３ で 設 定 さ れ た 明 る さ の 目 標 レ ベ ル と 、 プ
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ロ セ ッ サ ３ の 測 光 回 路 ２ ７ で 算 出 さ れ て プ ロ セ ッ サ ３ の Ｃ Ｐ Ｕ ３ ５ ， 光 源 装 置 １ の Ｃ Ｐ Ｕ
１ ４ 経 由 で 送 ら れ て く る 調 光 用 測 光 値 と を 比 較 し て 制 御 電 圧 を 生 成 し 、 映 像 信 号 の 明 る さ
が 目 標 レ ベ ル に 近 づ く よ う に 照 明 光 絞 り ７ を 制 御 す る 。 ま た 、 光 量 制 御 回 路 ９ か ら は 、 絞
り ７ を 制 御 し て い る 制 御 電 圧 が Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ を 介 し て Ｃ Ｐ Ｕ ３ ５ に 送 ら れ る 。 光 量 制 御 回 路
９ か ら 出 力 さ れ る 制 御 電 圧 は 、 絞 り の 開 放 度 合 い に 対 応 し た 値 で あ り 、 照 明 光 量 の 大 小 を
知 る 手 が が り と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス コ ー プ ２ の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ー １ ５ に 入 射 さ れ た 光 は 、 ス コ ー プ 先 端 部 か ら 消 化
管 等 の 被 写 体 １ ６ に 照 射 さ れ る 。 被 写 体 １ ６ で 散 乱 、 反 射 、 放 射 さ れ た 光 は ス コ ー プ 先 端
の Ｃ Ｃ Ｄ １ ８ 上 で 結 像 し 撮 像 さ れ る 。 Ｃ Ｃ Ｄ １ ８ の 前 面 に は 励 起 光 カ ッ ト フ ィ ル タ １ ７ が
挿 入 さ れ て お り 、 ３ ９ ０ ～ ４ ５ ０ ｎ ｍ の 励 起 光 を 遮 断 （ カ ッ ト ） し て 蛍 光 を 抽 出 す る 作 用
を 持 つ 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 Ｃ Ｃ Ｄ １ ８ は 回 転 フ ィ ル タ 板 ８ の 回 転 に 同 期 し て プ ロ セ ッ サ ３ の Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 ３ ２ に
よ り 駆 動 さ れ 、 Ｇ ’ フ ィ ル タ ４ １ ａ 、 励 起 フ ィ ル タ ４ １ ｂ 、 Ｒ ’ フ ィ ル タ ４ １ ｃ 等 の 回 転
フ ィ ル タ 板 ８ 内 周 の そ れ ぞ れ の フ ィ ル タ を 透 過 し た 照 射 光 に 対 応 す る 信 号 が 順 次 プ ロ セ ッ
サ ３ に 出 力 さ れ る 。 Ｃ Ｃ Ｄ １ ８ で は 、 必 要 に 応 じ て Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 ３ ２ か ら の Ｃ Ｍ Ｄ ゲ ー
ト パ ル ス が Ｃ Ｍ Ｄ ４ ４ ａ に 入 力 さ れ る こ と に よ り 、 イ ン パ ク ト ・ イ オ ン 化 に よ る 二 次 電 子
が 発 生 し て 信 号 電 荷 が 増 幅 さ れ る 。 こ こ で の 増 幅 率 は 、 Ｃ Ｍ Ｄ ゲ ー ト パ ル ス の 振 幅 に よ り
制 御 さ れ る 。 ま た 、 必 要 に 応 じ て Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 ３ ２ か ら 電 荷 掃 き 出 し パ ル ス が 入 力 さ れ
、 露 光 時 間 の 調 整 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 例 で は 、 ス コ ー プ ２ の Ｃ Ｍ Ｄ ４ ４ ａ に よ る 増 幅 と 外 部 増 幅 回 路 ２ ４ に よ る 増 幅 を
制 御 す る ゲ イ ン レ ベ ル 算 出 回 路 ２ ８ を 含 む ゲ イ ン 制 御 手 段 を 設 け て 、 Ｓ ／ Ｎ の 劣 化 が 少 な
い Ｃ Ｍ Ｄ ４ ４ ａ を 優 先 的 に 用 い て 増 幅 を 行 な う よ う に し 、 暗 い 被 写 体 を 撮 像 し た と き に は
Ｃ Ｃ Ｄ １ ８ 内 外 で 増 幅 を 行 い 、 十 分 な 明 る さ の 画 像 を 得 る と 共 に 、 比 較 的 明 る い 被 写 体 を
撮 像 し た と き に は Ｃ Ｃ Ｄ １ ８ の み で 増 幅 を 行 い 、 Ｓ ／ Ｎ の よ い 画 像 を 得 る こ と が で き る よ
う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 プ ロ セ ッ サ ３ に 入 力 さ れ た 画 像 信 号 は 、 ま ず プ リ プ ロ セ ス 回 路 ２ ２ に 入 力 さ れ る 。 プ リ
プ ロ セ ス 回 路 ２ ２ で は Ｃ Ｄ Ｓ （ 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ ） 等 の 処 理 に よ り 画 像 信 号 が 取 り 出
さ れ る 。 プ リ プ ロ セ ス 回 路 ２ ２ か ら 出 力 さ れ た 信 号 は Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 ２ ３ に よ り ア ナ ロ グ
信 号 か ら デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ る 。 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 ２ ３ か ら 出 力 さ れ た 信 号 は 、 増 幅 回
路 ２ ４ に 入 力 さ れ る 。 増 幅 回 路 ２ ４ で は 、 各 照 射 波 長 毎 に Ｌ Ｕ Ｔ ２ ９ か ら 指 示 さ れ る 増 幅
率 で 信 号 が 増 幅 さ れ る 。 映 像 信 号 処 理 回 路 ２ ５ で は 、 画 像 の 色 や 輪 郭 の 強 調 、 ガ ン マ 特 性
の 補 正 等 が 行 わ れ 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ２ ６ に よ り ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 さ れ 、 モ ニ タ ４ に 表 示
さ れ る 。 蛍 光 観 察 時 に は 、 モ ニ タ ４ の Ｒ Ｇ Ｂ に そ れ ぞ れ 、 狭 帯 域 の 緑 の 反 射 光 （ Ｇ ’ 信 号
） 、 蛍 光 （ Ｆ 信 号 ） 、 狭 帯 域 の 赤 の 反 射 光 （ Ｒ ’ 信 号 ） が 表 示 さ れ る 。 な お 、 通 常 観 察 時
に は 、 モ ニ タ ４ の Ｒ Ｇ Ｂ に そ れ ぞ れ 赤 の 反 射 光 、 緑 の 反 射 光 、 青 の 反 射 光 成 分 が 表 示 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 測 光 回 路 ２ ７ で は 、 蛍 光 観 察 時 に は 蛍 光 成 分 に 基 づ い て 、 通 常 観 察 時 に は 輝 度 信 号 に 基
づ い て 映 像 信 号 の 明 る さ の 画 面 平 均 値 （ 測 光 値 ） を 算 出 す る と 共 に 、 カ ラ ー バ ラ ン ス 補 正
ス イ ッ チ ３ ３ が 押 さ れ た と き に は 、 各 照 射 波 長 毎 の 画 像 信 号 の 画 面 平 均 値 （ 測 光 値 ） を 算
出 す る 。 す な わ ち 、 こ の 測 光 回 路 ２ ７ は カ ラ ー バ ラ ン ス 補 正 用 の サ ン プ リ ン グ 回 路 と し て
の 機 能 を 兼 ね る 。 ま た 、 測 光 回 路 ２ ７ か ら 出 力 さ れ て プ ロ セ ッ サ ３ の Ｃ Ｐ Ｕ ３ ５ 、 光 源 装
置 １ の Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ を 経 て 光 量 制 御 回 路 ９ に 送 ら れ る 調 光 用 測 光 値 は 、 明 る さ の 画 面 平 均 値
を 画 像 取 得 時 の Ｃ Ｍ Ｄ 増 幅 率 で 除 算 し た 値 、 す な わ ち 仮 に Ｃ Ｍ Ｄ ４ ４ ａ に よ る 増 幅 が 無 か
っ た 場 合 に 得 ら れ る は ず の 画 面 平 均 値 で あ る 。 こ こ で 、 除 算 し た 値 を 出 力 す る こ と に よ り
、 Ｃ Ｍ Ｄ ４ ４ ａ に よ る 増 幅 が 無 か っ た と き の 画 面 平 均 値 が 出 力 さ れ る の で 、 照 明 光 量 を 適
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切 に 保 つ こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 測 光 回 路 ２ ７ か ら 光 量 制 御 回 路 ９ へ の 調 光 用 測 光 値
は 、 Ｃ Ｍ Ｄ ４ ４ ａ に よ る 増 幅 が 無 か っ た 場 合 に 得 ら れ る は ず の 各 照 射 波 長 毎 の 画 像 信 号 の
画 面 平 均 値 で あ る の で 、 例 え ば Ｃ Ｍ Ｄ ４ ４ ａ に よ る 増 幅 率 が 高 い と き に 近 接 方 向 に ス コ ー
プ ２ が 動 い て 画 面 が 明 る く な っ た 場 合 な ど に 、 Ｃ Ｍ Ｄ ４ ４ ａ 等 の 増 幅 率 を 下 げ る こ と で 明
る さ の 調 整 可 能 な 範 囲 で あ る に も か か わ ら ず 照 明 光 絞 り ７ で 光 を 絞 っ て 照 明 光 量 が 減 っ て
し ま う よ う な 事 態 を 防 い で い る 。 こ の と き 照 明 光 絞 り ７ で 照 明 光 量 を 落 と し て も Ｃ Ｍ Ｄ ４
４ ａ 等 の 増 幅 率 の 調 整 に よ り 、 画 像 の 明 る さ を 適 切 に 保 つ こ と が で き る が 、 照 明 光 絞 り ７
を 開 放 し て 足 り な い 明 る さ を Ｃ Ｍ Ｄ ４ ４ ａ 等 に よ る 増 幅 で 補 う 方 が 、 ノ イ ズ の 少 な い 画 像
が 得 ら れ る 。 こ の よ う に 、 照 明 光 絞 り ７ は 、 ス コ ー プ ２ と 被 写 体 １ ６ が 非 常 に 近 接 し て Ｃ
Ｍ Ｄ ４ ４ ａ や 増 幅 回 路 ２ ４ で の 増 幅 率 が １ 倍 で も 明 る す ぎ る と き の み 働 く こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 使 用 者 は 、 ス コ ー プ ２ や 光 源 装 置 １ の 個 体 差 に よ る 色 バ ラ ツ キ を 補 正 す る と き に は 、 色
の 基 準 と な る 被 写 体 １ ６ を 撮 像 し た 状 態 で カ ラ ー バ ラ ン ス 補 正 ス イ ッ チ ３ ３ を 押 す と 、 Ｃ
Ｐ Ｕ ３ ５ か ら ゲ イ ン レ ベ ル 算 出 回 路 ２ ８ 経 由 で 、 露 光 時 間 は 全 照 射 波 長 共 に 最 大 、 Ｃ Ｍ Ｄ
ゲ イ ン は 全 照 射 波 長 共 に １ 倍 に 設 定 さ れ 、 そ の 状 態 で の 測 光 回 路 ２ ７ で 算 出 さ れ た 各 照 射
波 長 で の 画 像 の 明 る さ か ら 、 例 え ば 蛍 光 観 察 時 に は Ｆ 信 号 に 対 す る Ｇ ’ 信 号 、 Ｒ ’ 信 号 の
ゲ イ ン を 計 算 し 、 ゲ イ ン レ ベ ル 算 出 回 路 ２ ８ に 送 る 。 こ こ で 、 露 光 時 間 が 最 大 と い う の は
、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ８ に お い て 電 荷 の 掃 き 出 し を 行 わ な い と き と 同 じ 露 光 量 に な る よ う に 露 光 時 間
レ ベ ル を 設 定 す る と い う こ と を 意 味 す る 。 図 ５ に 示 さ れ る 各 フ ィ ル タ の 特 性 は 、 こ の 時 個
体 バ ラ ツ キ を 考 慮 し た 上 で 必 ず Ｇ ’ 信 号 、 Ｒ ’ 信 号 の ゲ イ ン が １ 以 下 に な る よ う に 設 計 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ゲ イ ン レ ベ ル 算 出 回 路 ２ ８ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ５ か ら 送 ら れ て き た Ｇ ’ 信 号 、 Ｒ ’ 信 号 の ゲ
イ ン か ら 、 Ｆ 信 号 、 Ｇ ’ 信 号 、 Ｒ ’ 信 号 が 等 し く な る よ う な 露 光 時 間 レ ベ ル を 算 出 し 、 Ｌ
Ｕ Ｔ ３ １ に 出 力 す る 。 Ｌ Ｕ Ｔ ３ １ で は 露 光 時 間 レ ベ ル が １ つ 上 が る 毎 に 露 光 量 が 1.03倍 に
増 え る よ う に な る 露 光 時 間 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ７ に Ｌ Ｕ Ｔ ３ １ に 入 力 さ れ る 露 光 時 間 レ ベ ル と 露 光 量 と の 関 係 を 示 す 。 入 力 レ ベ ル が
０ の と き が 露 光 時 間 最 大 で 、 最 大 露 光 量 １ と な る 。 こ こ で 、 必 要 と さ れ る ゲ イ ン を α 1と
す る と 、 露 光 時 間 レ ベ ル は log（ α 1） ／ log（ 1.03） で 表 さ れ る 。 な お 、 回 転 フ ィ ル タ 板
８ を 横 切 る 光 束 は 面 積 を 持 つ た め 、 露 光 時 間 と 露 光 量 は 完 全 に は 比 例 し な い が 、 Ｌ Ｕ Ｔ ３
１ に は そ の 非 線 形 要 素 も 考 慮 し た 値 が 記 憶 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 観 察 時 に は 、 ゲ イ ン レ ベ ル 算 出 回 路 ２ ８ で は 回 転 フ ィ ル タ 板 ８ の １ 回 転 毎 に 、 測 光 回 路
２ ７ で 算 出 さ れ た 画 像 の 明 る さ に 増 幅 回 路 ２ ４ で の 増 幅 率 を 乗 算 し た 値 を 、 明 る さ 設 定 ス
イ ッ チ １ ３ で 設 定 さ れ た 明 る さ 目 標 レ ベ ル と 比 較 し 、 外 部 ゲ イ ン レ ベ ル 、 Ｃ Ｍ Ｄ ゲ イ ン レ
ベ ル 、 露 光 時 間 レ ベ ル を 決 定 す る 。 目 標 レ ベ ル よ り も 暗 い 場 合 に は 、 Ｆ 信 号 、 Ｇ ’ 信 号 、
Ｒ ’ 信 号 そ れ ぞ れ の 明 る さ レ ベ ル を １ レ ベ ル 増 加 さ せ 、 明 る い 場 合 に は 、 逆 に 明 る さ レ ベ
ル を そ れ ぞ れ １ レ ベ ル 減 少 さ せ る 。 ゲ イ ン レ ベ ル 算 出 回 路 ２ ８ で は 、 そ の 内 部 の メ モ リ に
Ｆ 信 号 、 Ｇ ’ 信 号 、 Ｒ ’ 信 号 そ れ ぞ れ に 対 す る 、 露 光 時 間 レ ベ ル 、 Ｃ Ｍ Ｄ ゲ イ ン レ ベ ル 、
外 部 ゲ イ ン レ ベ ル を 観 察 モ ー ド 毎 に 記 憶 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ ０ に Ｒ ’ 信 号 の 明 る さ レ ベ ル を １ 増 加 さ せ る と き の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。 ま ず 、
現 在 の Ｇ ’ 信 号 の 露 光 時 間 レ ベ ル が 最 大 値 か 確 認 し （ ス テ ッ プ Ｓ 1） 、 最 大 で な け れ ば 露
光 時 間 レ ベ ル を １ レ ベ ル 増 加 さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ 2） 終 了 す る 。 露 光 時 間 レ ベ ル が 最 大 の と
き に は 、 現 在 の Ｆ 信 号 の Ｃ Ｍ Ｄ ゲ イ ン レ ベ ル が 最 大 値 か 確 認 し （ ス テ ッ プ Ｓ 3） 、 最 大 で
な け れ ば Ｃ Ｍ Ｄ ゲ イ ン レ ベ ル を １ レ ベ ル 増 加 さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ 4） 終 了 す る 。 Ｃ Ｍ Ｄ ゲ イ
ン レ ベ ル が 最 大 の と き に は 、 現 在 の Ｇ 信 号 の 外 部 ゲ イ ン レ ベ ル を １ レ ベ ル 増 加 さ せ る （ ス
テ ッ プ Ｓ 5） 。 Ｆ 信 号 、 Ｇ ’ 信 号 に つ い て も 、 同 様 の 動 作 で 明 る さ レ ベ ル を 増 加 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 こ の よ う に 、 電 気 的 な 増 幅 に 優 先 し て Ｓ ／ Ｎ の 劣 化 が 無 い 露 光 量 の 増 加 を 行 っ て い る の
で 、 特 に Ｓ ／ Ｎ の よ い 画 像 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 Ｃ Ｍ Ｄ 増 幅 の ゲ イ ン に 上 限 値 （ 最
大 値 ） が 設 け ら れ て い る の で 、 Ｃ Ｍ Ｄ に 高 い 電 圧 を か け る 必 要 が 無 い た め 、 ス コ ー プ の 電
気 的 な 安 全 性 を 守 り 易 く 、 不 要 な 電 磁 波 の 放 出 も 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ １ に 明 る さ レ ベ ル を １ レ ベ ル 減 少 さ せ る と き の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。 こ の と き は
、 ス テ ッ プ Ｓ 11～ Ｓ 15に 示 す よ う に 、 増 加 さ せ る と き と は 逆 に 、 外 部 ゲ イ ン レ ベ ル 、 Ｃ Ｍ
Ｄ ゲ イ ン レ ベ ル 、 露 光 時 間 レ ベ ル の 順 に 下 げ ら れ る も の を 探 し て 下 げ る と い う 順 序 と な る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 即 ち 、 ま ず 、 現 在 の Ｇ ’ 信 号 の 外 部 ゲ イ ン レ ベ ル が 最 小 値 か 確 認 し （ ス テ ッ プ Ｓ 11） 、
最 小 で な け れ ば 外 部 ゲ イ ン レ ベ ル を １ レ ベ ル 減 少 さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ 12） 終 了 す る 。 外 部 ゲ
イ ン レ ベ ル が 最 小 の と き に は 、 現 在 の Ｆ 信 号 の Ｃ Ｍ Ｄ ゲ イ ン レ ベ ル が 最 小 値 か 確 認 し （ ス
テ ッ プ Ｓ 13） 、 最 小 で な け れ ば Ｃ Ｍ Ｄ ゲ イ ン レ ベ ル を １ レ ベ ル 減 少 さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ 14）
終 了 す る 。 Ｃ Ｍ Ｄ ゲ イ ン レ ベ ル が 最 小 の と き に は 、 現 在 の Ｇ 信 号 の 露 光 時 間 レ ベ ル を １ レ
ベ ル 減 少 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ 15） 。 Ｆ 信 号 、 Ｇ ’ 信 号 に つ い て も 、 同 様 の 動 作 で 明 る さ レ
ベ ル を 減 少 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 Ｆ 信 号 の 外 部 ゲ イ ン レ ベ ル と Ｃ Ｍ Ｄ ゲ イ ン レ ベ ル が ０ の と き に は 、 映 像 信 号 が 目
標 レ ベ ル よ り も 明 る く て も 明 る さ レ ベ ル （ Ｆ 信 号 、 Ｇ ’ 信 号 、 Ｒ ’ 信 号 の ゲ イ ン レ ベ ル ）
は そ れ 以 上 低 く し な い 。 し か し 、 こ の よ う な 場 合 に は 光 量 制 御 回 路 ９ が 働 く の で 適 切 な 明
る さ に 調 整 さ れ る 。 ま た 、 Ｆ 信 号 、 Ｇ ’ 信 号 、 Ｒ ’ 信 号 の い ず れ か の 外 部 ゲ イ ン レ ベ ル が
最 大 の と き は 、 映 像 信 号 が 目 標 レ ベ ル よ り 暗 く て も 、 明 る さ レ ベ ル は 増 加 さ せ ず に 画 像 の
色 調 が く ず れ な い よ う に 保 つ 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 Ｌ Ｕ Ｔ ２ ９ で は 、 入 力 ざ れ る 外 部 ゲ イ ン レ ベ ル に 対 し て 図 ９ に 示 す 増 幅 率 を 出 力 す る 。
す な わ ち 、 外 部 ゲ イ ン レ ベ ル が ０ の と き に １ 倍 で 、 レ ベ ル が １ 増 加 す る 毎 に １ ． ０ ３ 倍 ず
つ 増 幅 回 路 ２ ４ で の 増 幅 率 が 増 し て い く 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 Ｌ Ｕ Ｔ ３ ０ で も 、 入 力 さ れ る Ｃ Ｍ Ｄ ゲ イ ン レ ベ ル に 対 し て 図 ８ に 示 す よ う な Ｃ Ｍ Ｄ 増 幅
率 に な る よ う な Ｃ Ｍ Ｄ 電 圧 を 出 力 す る 。 す な わ ち 、 Ｃ Ｍ Ｄ ゲ イ ン レ ベ ル が ０ の と き に １ 倍
で 、 レ ベ ル が １ 増 加 す る 毎 に １ ． ０ ３ 倍 ず つ Ｃ Ｍ Ｄ ４ ４ ａ の 増 幅 率 が 増 し て い く 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 Ｌ Ｕ Ｔ ２ ９ 、 Ｌ Ｕ Ｔ ３ ０ 、 Ｌ Ｕ Ｔ ３ １ の い ず れ で も 、 入 力 レ ベ ル の １ の 変 化 が 、 信 号 の
1.03倍 の 変 化 に 対 応 す る の で 、 Ｆ 信 号 、 Ｇ ’ 信 号 、 Ｒ ’ 信 号 を 個 別 に 制 御 す る と き に で も
、 色 調 を 保 つ こ と が 容 易 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 例 の よ う に Ｆ 信 号 、 Ｇ ’ 信 号 、 Ｒ ’ 信 号 を
個 別 に 、 ノ イ ズ の 増 加 が 無 い 露 光 時 間 、 ノ イ ズ の 増 加 が 比 較 的 少 な い Ｃ Ｍ Ｄ 増 幅 、 ノ イ ズ
の 影 響 を 受 け や す い 外 部 増 幅 、 の 順 に 増 加 さ せ る の で 、 ど の 信 号 に と っ て も 最 も ノ イ ズ が
少 な く な る 条 件 で の 画 像 の 取 得 が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 ３ ２ で は 、 照 射 波 長 毎 に Ｌ Ｕ Ｔ ３ ０ か ら 指 示 さ れ る Ｃ Ｍ Ｄ 電 圧 の Ｃ Ｍ Ｄ
ゲ ー ト パ ル ス を Ｃ Ｃ Ｄ １ ８ に 送 り 、 Ｃ Ｍ Ｄ ４ ４ の 増 幅 機 構 を 働 か せ る 。 ま た 、 照 射 波 長 毎
に Ｌ Ｕ Ｔ ３ １ か ら 指 示 さ れ る 露 光 時 間 に な る よ う に 電 荷 掃 き 捨 て パ ル ス を Ｃ Ｃ Ｄ １ ８ に 送
る こ と に よ り 露 光 量 を 制 御 す る 。 こ の よ う に 、 Ｃ Ｍ Ｄ 電 圧 や 電 荷 掃 き 捨 て タ イ ミ ン グ は 、
照 射 波 長 毎 に 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 使 用 者 が 好 み の 色 で 観 察 を 行 い た い と き に は カ ラ ー バ ラ ン ス 調 整 ス イ ッ チ ３ ４ で 、 Ｇ ’
信 号 又 は Ｒ ’ 信 号 の ゲ イ ン の 増 加 、 減 少 を 指 示 す る 。 カ ラ ー バ ラ ン ス 調 整 ス イ ッ チ ３ ４ か
ら は Ｃ Ｐ Ｕ ３ ５ を 介 し て ゲ イ ン レ ベ ル 算 出 回 路 ２ ８ に 指 示 信 号 が 伝 え ら れ 、 ゲ イ ン レ ベ ル
算 出 回 路 ２ ８ に お い て 、 Ｇ ’ 信 号 や Ｒ ’ 信 号 の 明 る さ レ ベ ル の 増 加 や 減 少 が 、 図 １ ０ や 図
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１ １ と 同 様 の 手 順 で 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 使 用 者 が モ ニ タ ４ に 向 け て 出 力 さ れ る 画 像 の 明 る さ を 調 整 す る と き に は 、 光 源 装 置 １ の
明 る さ 設 定 ス イ ッ チ １ ３ を 押 す 。 明 る さ 設 定 ス イ ッ チ １ ３ に よ り 新 た な 明 る さ 目 標 レ ベ ル
が 、 光 量 制 御 回 路 ９ と ゲ イ ン レ ベ ル 算 出 回 路 ２ ８ に 送 ら れ 、 前 述 し た よ う に 各 回 路 で 制 御
が 行 わ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 モ ニ タ ４ 上 で は 、 使 用 者 の 好 み の 明 る さ の 画 像 で の 観 察 が 可
能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 フ ィ ル タ 切 替 ス イ ッ チ １ ９ が 操 作 者 に よ り 押 さ れ る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２ ０ が 認 識 し 、 プ ロ セ ッ
サ ３ の Ｃ Ｐ Ｕ ３ ５ 、 光 源 装 置 １ の Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ 、 フ ィ ル タ 切 替 回 路 １ ２ を 経 て モ ー タ ー １ １
が 駆 動 さ れ て 回 転 フ ィ ル タ 板 ８ の 外 周 の フ ィ ル タ と 内 周 の フ ィ ル タ が 切 替 え ら れ 、 観 察 モ
ー ド （ 通 常 観 察 、 蛍 光 観 察 ） が 切 り 替 え ら れ る 。 そ の と き 同 時 に 、 各 ゲ イ ン レ ベ ル 等 の プ
ロ セ ッ サ ３ 内 の 各 種 設 定 が 通 常 観 察 用 と 蛍 光 観 察 用 と の 間 で 切 り 替 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 モ ニ タ ４ 上 に は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 観 察 画 面 ５ ０ 、 患 者 Ｉ Ｄ ５ ２ や 患 者 名 （ Name） ５
３ の 他 に も 、 観 察 モ ー ド ５ １ 、 Ｃ Ｍ Ｄ ゲ イ ン レ ベ ル （ CMD Gain） ５ ４ 、 外 部 ゲ イ ン レ ベ ル
（ Processor Gain） ５ ５ 、 露 光 時 間 レ ベ ル （ Electronic Shutter） ５ ６ 、 光 源 の 絞 り 電 圧
（ Diaphragm） ５ ７ 、 ス コ ー プ の 機 種 名 （ Scope Type） ５ ８ 、 ス コ ー プ の 製 造 番 号 （ Ser）
５ ９ 、 ラ ン プ の 使 用 時 間 （ Lamp） ６ ０ 等 が 図 示 し な い ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ 回 路 に よ り 重 畳
さ れ 表 示 さ れ る 。 Ｃ Ｍ Ｄ ゲ イ ン レ ベ ル 、 外 部 ゲ イ ン レ ベ ル 、 露 光 時 間 レ ベ ル に つ い て は 、
照 射 波 長 毎 の 値 を 表 す た め に 値 が ３ つ 示 さ れ て い る 。 こ れ ら の 値 の 表 示 は 、 機 器 の 動 作 状
態 を 把 握 可 能 に す る と 共 に 、 記 録 さ れ た 画 像 を 後 か ら 評 価 す る と き や 画 像 処 理 を 行 う と き
の バ ラ メ ー タ 設 定 な ど に 有 用 な 情 報 と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 画 像 の 明 る さ が 足 り な い と き に は 、 (1)照 明 光 量 の 増 加
、 (2)露 光 時 間 の 増 加 、 (3)Ｃ Ｍ Ｄ 増 幅 率 の 増 加 、 (4)増 幅 回 路 ２ ４ の 増 幅 率 の 増 加 、 と い
う Ｓ ／ Ｎ に 与 え る 影 響 が 少 な い 手 段 か ら 先 に 使 用 す る こ と が 好 ま し く 、 こ の よ う に す れ ば
、 常 に 最 善 の Ｓ ／ Ｎ で 画 像 を 観 察 す る こ と が で き る 。 逆 に 画 像 の 明 る さ が 明 る 過 ぎ る と き
に は 、 (1)増 幅 回 路 の 増 幅 率 の 減 少 、 (2)Ｃ Ｍ Ｄ 増 幅 率 の 減 少 、 (3)露 光 時 間 の 減 少 、 (4)照
明 光 量 の 減 少 、 と い う Ｓ ／ Ｎ に 与 え る 影 響 の 多 い 手 段 か ら 先 に 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 実 施 例 で は 、 可 視 領 域 の 蛍 光 を 観 察 可 能 な 内 視 鏡 装 置 に 応 用 し た が 、 特 開 2002-95635
号 公 報 で 開 示 さ れ て い る よ う な 狭 帯 域 の ３ 波 長 を 用 い た 反 射 光 観 察 や 、 赤 外 の 反 射 光 ・ 蛍
光 観 察 等 に 応 用 す る こ と も 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 ゲ イ ン レ ベ ル 算 出 回 路 ２ ８ は 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ を 用 い る も の に 限 ら ず 、 ル ッ
ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 利 用 し て 構 成 し て も よ い し 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ５ 内 に 持 た せ て 、 外 部 ゲ イ ン レ
ベ ル 、 Ｃ Ｍ Ｄ ゲ イ ン レ ベ ル 、 露 光 時 間 レ ベ ル を Ｃ Ｐ Ｕ バ ス を 利 用 し て Ｌ Ｕ Ｔ ２ ９ ～ ３ １ に
入 力 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 明 る さ レ ベ ル の 増 減 は 回 転 フ ィ ル タ 板 ８ の １ 回 転 毎 に 数 レ ベ ル ず つ 行 う よ う に し
て 、 早 く 適 切 な 明 る さ に 収 束 す る よ う に し て も よ い し 、 目 標 レ ベ ル と 実 際 の 信 号 の 明 る さ
レ ベ ル の 差 に 応 じ て 適 応 的 に 行 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 Ｃ Ｍ Ｄ ４ ４ ａ に よ る 増 幅 率 と 外 部 増 幅 回 路 ２ ４ に よ る 増 幅 率 を 独 立 し た 別 々 の ゲ
イ ン 制 御 手 段 で 制 御 し た 場 合 に も 、 明 る さ 設 定 ス イ ッ チ １ ３ に よ り 設 定 さ れ る 明 る さ 目 標
レ ベ ル を 共 通 し て 用 い れ ば 、 明 る さ の 調 整 を 容 易 に 行 う た め に 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 プ ロ セ ッ サ ３ で の 増 幅 は デ ジ タ ル で 行 う も の に 限 ら ず 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 を 行 う 前 に 増
幅 し て デ ジ タ ル 増 幅 に 伴 な う 演 算 誤 差 を 防 ぐ よ う に し て も よ い 。
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【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 で は Ｃ Ｍ Ｄ を 持 つ ス コ ー プ ２ に つ い て 説 明 し た が 、 Ｃ Ｍ Ｄ が 付 い て い る
か 否 か を ス コ ー プ ２ の メ モ リ ー に 記 憶 し て お き 、 Ｃ Ｍ Ｄ が 付 い て い な い ス コ ー プ が 接 続 さ
れ た 場 合 に は Ｃ Ｍ Ｄ ゲ イ ン レ ベ ル だ け ０ に 固 定 す る こ と に よ り 、 Ｃ Ｍ Ｄ 無 し ス コ ー プ に 対
応 可 能 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 露 光 時 間 を 制 御 で き な い ス コ ー プ に つ い て も 、 露 光 時 間 を 制 御 で き る か 否 か を ス
コ ー プ ２ の メ モ リ ー に 記 憶 し て お き 、 露 光 時 間 を 制 御 で き な い ス コ ー プ が 接 続 さ れ た 場 合
に は 露 光 時 間 レ ベ ル だ け ０ に 固 定 し 、 他 は 本 実 施 例 と 同 様 に 制 御 す る こ と に よ り 、 露 光 時
間 を 制 御 で き な い ス コ ー プ に 対 応 可 能 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 通 常 画 像 の 観 察 時 に は 高 い 増 幅 率 は 必 要 な い の で 、 通 常 観 察 時 に は 外 部 ゲ イ ン レ ベ ル と
Ｃ Ｍ Ｄ ゲ イ ン レ ベ ル を ０ に 固 定 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 ス コ ー プ ２ の メ モ リ ー に Ｃ Ｍ Ｄ の 増 幅 率 に 関 す る 個 体 バ ラ ツ キ の 情 報 を 入 れ て お
き 、 Ｃ Ｍ Ｄ 電 圧 の 制 御 時 に 補 正 デ ー タ と し て 利 用 し 、 正 確 な 色 再 現 を 行 う よ う に し て も よ
い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 （ 効 果 ）
　 Ｃ Ｍ Ｄ に よ る 増 幅 と 外 部 増 幅 回 路 に よ る 増 幅 を 制 御 す る ゲ イ ン 制 御 手 段 を 設 け て 、 Ｓ ／
Ｎ の 劣 化 が 少 な い Ｃ Ｍ Ｄ を 優 先 的 に 用 い て 増 幅 を 行 っ た の で 、 暗 い 被 写 体 を 撮 像 し た と き
に も 十 分 な 明 る さ の 画 像 を 得 る と 共 に 、 比 較 的 明 る い 被 写 体 を 撮 像 し た と き に は Ｓ ／ Ｎ の
よ い 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 電 気 的 な 増 幅 に 優 先 し て Ｓ ／ Ｎ の 劣 化 が 無 い 露 光 量 の 増 加 を 行 っ て い る の で 、 特
に Ｓ ／ Ｎ の よ い 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 １ つ の 明 る さ 設 定 ス イ ッ チ で 、 光 量 制 御 回 路 と ゲ イ ン 制 御 手 段 の 双 方 の 目 標 レ ベ
ル を 設 定 で き る の で 、 使 用 者 が 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 画 像 の 明 る さ の 調 整 を 容 易 に 行 う こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 Ｃ Ｍ Ｄ 増 幅 の ゲ イ ン に 上 限 値 が 設 け ら れ て い る の で 、 Ｃ Ｍ Ｄ に 高 い 電 圧 を か け る
必 要 が 無 い 。 そ の た め 、 ス コ ー プ の 電 気 的 な 安 全 性 を 守 り 易 く 、 不 要 な 電 磁 波 の 放 出 も 抑
え る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 実 施 例 １ で 述 べ た よ う に 、 撮 像 素 子 に て 被 写 体 を 撮 像 す る 内 視 鏡 装 置 に
お い て Ｓ ／ Ｎ の 改 善 に 用 い る こ と が で き る 一 方 、 ビ デ オ カ メ ラ な ど の 撮 像 装 置 に お い て Ｓ
／ Ｎ の 改 善 に 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 以 下 の 付 記 に 述 べ て い る 内 容 は 本 発 明 の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
［ 付 記 ］
［ 付 記 項 １ ］
　 被 写 体 に 照 射 す る た め に 光 を 供 給 す る 照 明 光 供 給 手 段 と 、
　 被 写 体 を 撮 像 す る 素 子 内 部 で 増 幅 率 可 変 な 撮 像 素 子 と 、
　 前 記 撮 像 素 子 に よ り 撮 像 さ れ た 信 号 を 前 記 撮 像 素 子 外 部 で 増 幅 す る 増 幅 率 可 変 な 増 幅 回
路 と 、
　 前 記 撮 像 素 子 内 で の 増 幅 を 前 記 増 幅 回 路 で の 増 幅 に 優 先 さ せ て 行 い 前 記 増 幅 回 路 よ り 出
力 さ れ る 画 像 信 号 が 所 定 の 明 る さ に な る よ う に 前 記 撮 像 素 子 の 内 部 で の 増 幅 率 と 前 記 増 幅
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回 路 の 増 幅 率 を 制 御 す る ゲ イ ン 制 御 手 段 と
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
［ 付 記 項 ２ ］
　 前 記 撮 像 素 子 の 露 光 時 間 を 前 記 撮 像 素 子 に よ り 撮 像 さ れ た 信 号 に 基 づ い て 制 御 す る 露 光
時 間 制 御 手 段 を 有 し 、
　 前 記 ゲ イ ン 制 御 手 段 は 前 記 撮 像 素 子 の 露 光 時 間 が 最 大 に な っ た と き に の み 増 幅 を 行 う よ
う に 制 御 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
［ 付 記 項 ３ ］
　 被 写 体 に 照 射 す る た め に 光 を 供 給 す る 照 明 光 供 給 手 段 と 、
　 被 写 体 を 撮 像 す る 素 子 内 部 で 増 幅 率 可 変 な 撮 像 素 子 と 、
　 前 記 撮 像 素 子 に よ り 撮 像 さ れ た 信 号 を 前 記 撮 像 素 子 外 部 で 増 幅 す る 増 幅 率 可 変 な 増 幅 回
路 と 、
　 前 記 照 明 光 供 給 手 段 よ り 供 給 さ れ る 光 の 量 を 調 整 し て 前 記 増 幅 回 路 よ り 出 力 さ れ る 画 像
信 号 が 所 定 の 明 る さ に な る よ う に 制 御 す る 光 量 制 御 手 段 と 、
　 前 記 撮 像 素 子 の 素 子 内 部 で の 増 幅 の 目 標 値 、 前 記 増 幅 回 路 で の 増 幅 の 目 標 値 、 及 び 前 記
光 量 制 御 手 段 で 調 整 す る 目 標 値 を 設 定 す る 共 通 の 設 定 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電
子 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
［ 付 記 項 ４ ］
　 前 記 ゲ イ ン 制 御 手 段 は 照 明 光 の 波 長 毎 に 異 な る 増 幅 率 で 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 又 は ２ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
［ 付 記 項 ５ ］
　 前 記 露 光 時 間 制 御 手 段 は 照 明 光 の 波 長 毎 に 異 な る 露 光 時 間 で 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 全 体 構 成 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る 回 転 フ ィ ル タ 板 の 説 明 図 。
【 図 ３ 】 図 １ に お け る Ｃ Ｃ Ｄ の 説 明 図 。
【 図 ４ 】 通 常 観 察 用 フ ィ ル タ の 透 過 特 性 図 。
【 図 ５ 】 蛍 光 観 察 用 フ ィ ル タ の 透 過 特 性 図 。
【 図 ６ 】 励 起 光 カ ッ ト フ ィ ル タ の 透 過 特 性 図 。
【 図 ７ 】 露 光 時 間 レ ベ ル と 露 光 量 と の 関 係 の 説 明 図 。
【 図 ８ 】 Ｃ Ｍ Ｄ ゲ イ ン レ ベ ル と Ｃ Ｍ Ｄ 増 幅 率 の 説 明 図 。
【 図 ９ 】 外 部 ゲ イ ン レ ベ ル と 増 幅 回 路 で の 増 幅 率 の 説 明 図 。
【 図 １ ０ 】 明 る さ レ ベ ル を 増 加 さ せ る 時 の フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ １ 】 明 る さ レ ベ ル を 減 少 さ せ る 時 の フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ ２ 】 モ ニ タ 表 示 画 面 の 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ １ 】
　 １ … 光 源 装 置 （ 照 明 光 供 給 手 段 ）
　 ４ … モ ニ タ （ 表 示 装 置 ）
　 ９ … 光 量 制 御 回 路 （ 光 量 制 御 手 段 ）
　 １ ３ … 明 る さ 設 定 ス イ ッ チ （ 設 定 手 段 ）
　 １ ６ … 被 写 体
　 １ ８ … Ｃ Ｃ Ｄ （ 撮 像 素 子 、 Ｃ Ｍ Ｄ ４ ４ ａ 即 ち 第 １ の 撮 像 信 号 増 減 手 段 を 含 む ）
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　 ２ ４ … 増 幅 回 路 （ 増 幅 手 段 、 第 ２ の 撮 像 信 号 増 減 手 段 ）
　 ２ ８ … ゲ イ ン レ ベ ル 算 出 回 路 （ ゲ イ ン 制 御 手 段 、 或 い は 制 御 手 段 ）
　 ３ ２ … Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 （ 露 光 量 制 御 手 段 、 露 光 時 間 制 御 手 段 、 Ｃ Ｍ Ｄ 制 御 手 段 ）
　 ３ ５ … Ｃ Ｐ Ｕ （ 判 断 手 段 ）
　 　 　 　 　 代 理 人 　 　 弁 理 士 　 　 　 伊 　 　 藤 　 　 　 進  

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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摘要(译)

解决的问题：要获得尽可能高的信噪比的图像，即使在拍摄较暗的物体时也要获得足够亮度的图像，而在拍摄相对明亮的物体时要
获得具有良好信噪比的图像。 另一方面，可以提供允许用户容易地调节图像的亮度的成像装置和内窥镜装置。 解决方案：用于用
照明光照射对象的光源设备1，作为图像拾取设备的CCD 18具有内置的放大倍数可变机制，用于拾取对象的图像，以及用于放大通
过CCD拾取图像而获得的图像拾取信号的放大倍数。 可变放大器电路24，用于调节由光源装置1提供的光量的光量控制电路9，在
CCD 18内部执行的用于放大的目标值，由放大器电路24执行的用于放大的目标值以及光量控制。 亮度设置开关13，用于设置由电

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/19ae691b-dca1-4b91-9ea4-02d266de4d3d
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034420217/publication/JP2005131129A?q=JP2005131129A


路9执行的调节目标值，并且基于由亮度设置开关13设置的每个目标值，
预定从放大电路24输出的信号。 达到亮度水平。 [选型图]图1


